
 
 

〇事例概要 

・県内のボランティア団体等が他の団体、自治振興会、企業等と協働し、そ

れぞれの特色や強みを生かして県内の課題解決を図ること又は新たな発想で

地域活性化を図ることにより、富山県の「関係人口1,000万人」の達成を目

的とするもの。 

＜補助の対象区分＞ 

① 広域交流事業（県外の団体と県内の団体が協働で実施する事業） 

（補助率2/3又は1/2 上限：30万円） 

② ワカモノ活動促進事業（若者グループを主体又は協働団体として実施する

事業） 

（補助率：定額 上限：20万円） 

③ 県民協働活躍事業（県内の団体と協働で実施する事業） 

（補助率：2/3又は1/2 上限：20万円） 

 

〇事業の取組み内容 

① 広域交流事業（７件） 

  事業者 事 業 内 容 

１ 
特定非営利活動法人

TEAM AVANTE 

「特定非営利活動法人 TEAM AVANTE （富山市）」が「石川県トライアスロ

ン協会（石川県）」と協働して、水辺の安全教育「ウォーターセーフティ講

習会」を開催し、一次救命処置（BLS）の実技体験やスポーツ選手による特

別講習を実施する。自らの命を守る行動力の養成や防災意識の共有により、

近年多発する水害や河川事故に対して、自らの命を守る行動力の養成につな

げる。 

２ 
ボランティア団体 

萌乃架ネットいみず 

「ボランティア団体萌乃架ネットいみず(射水市)」が「市民活動団体 ほっ

となちゅれ(石川県)」と協働して、富山県内の中高生が奥能登を訪問し、地

元住民や学生との交流やボランティア活動を通して、奥能登に再び人が戻っ

てくるには何が必要なのかを意見交換し、両県の礎となる若い世代の声を行

政や全国に広く発信していく。 

～関係人口1,000万人協働促進事業～ 
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３ 
一般社団法人いきいき

スポーツとやま 

「一般社団法人いきいきスポーツとやま(滑川市)」が「公益社団法人日本ト

ライアスロン連合(東京都)」と協働して、滑川市でトライアスロンを開催

し、県外からの参加者に富山県の魅力を感じてもらうことで、関係人口の拡

大を目指す。また、一丸となって大会を作っていく達成感や喜びを感じても

らうことで、県民のウェルビーイング向上を目指す。 

４ 
特定非営利活動法人 

大空へ飛べ 

「特定非営利活動法人大空へ飛べ（小矢部市）」が「輪島市門前町道下第

一・第三団地(石川県)」と協働して、輪島市門前町でコンサートや交流会を

実施し、住民との交流を通して、震災被害の受け止め方やこれからの生活に

どのように生かしていくのか学び合う。能登での交流を富山県民に知っても

らい、減災・防災の意識の向上に寄与する。 

５ 
特定非営利活動法人

ToYAMA 

「特定非営利活動法人 ToYAMA （高岡市）」が「Tokyo-Toyama Business 

Connection（東京都）」と協働して、東京と富山でビジネスで繋がりたい人

同士が気軽に交流できる場をつくることで、新規事業の創出や人材マッチン

グなどを行う。多様なビジネス人材・企業の交流を促進し、富山県の関係人

口創出と地域産業の活性化に寄与する。 

 

６ いみずのめ 

「いみずのめ(射水市)」が「株式会社 effortact(東京都)」、「株式会社 

JSOL（東京都）」と協働して、都市と地方、テクノロジーと地域社会を有機

的につなぐ新たな社会モデルの構築を目指し、富山県内で AIを活用したハ

ッカソンを開催する。若手 AI人材や多様なスキルを持つ参加者と接点を持

つことで、将来的な採用や協業につなげる。 

 

７ ODORI CLUB 

「ODORI CLUB（富山市）」が「郡上おどり保存会(岐阜県)」と協働して、

富山県内で郡上おどりのイベントを開催し、岐阜県との文化・人的交流を深

める。一人一人が踊りの主役になることで、主観性や達成感を感じることが

でき、県民のウェルビーイング向上に寄与する。また、両県の人的・物的移

動交流の促進につなげる。 

 

 

② ワカモノ活動促進事業（５件） 

  事業者 事 業 内 容 

１ 
上滝みらい 

ミーティング 

「上滝みらいミーティング（富山市）」が「富山国際大学現代社会学部上坂

ゼミ（富山市）」と協働して、地域デマンド交通「あいのり大山」の普及イ

ベントや世界かんがい遺産の説明パネルの作成、子ども語り部の育成を通し

て、地域交通を活用した上滝地区の賑わいづくりにつなげる。 

 

２ 

特定非営利活動法人 

まちなかライフスタイ

ル研究会 

「特定非営利活動法人 まちなかライフスタイル研究会(富山市)」が

「Labore 株式会社(富山市)」と協働して、富山県内の人にインタビューを

実施し、学生が地域とつながるきっかけを提供する。その後、インタビュー

の紹介記事を関係人口プラットフォーム「とやまこねくと」に投稿すること

で、多くの関係人口への拡がりの構築を目指す。 

 

 

 

３ 富山大学 青い鳥 

「富山大学 青い鳥（富山市）」が「公益財団法人富山市ファミリーパーク

公社（富山市）」と協働して、まちなか医薬学教室を開催し、普段触れるこ

とが少ない医学や薬学の知識を分かりやすく楽しく学べる場を提供する。幅

広い世代に医療・薬学の世界への興味関心を喚起し、健康への理解につなげ

る。 

 

４ ツギノテ実行委員会 

「ツギノテ実行委員会（高岡市）」が「高岡龍谷高等学校（高岡市）」と協

働して、「クラフトフェアツギノテ 2025」において高校生がキッズスペー

スの企画・運営を通して、子どもたちにものづくりの魅力を伝え、地域への

愛着と関心を育成につなげる。また、高校生自身がものづくりの現場を学

び、地域課題解決に主体的に取り組む人材を育成することで、持続可能で希

望ある産地の構築に寄与する。 

 

５ 
特定非営利活動法人 

利賀山川まもる 

「特定非営利活動法人利賀山川まもる(南砺市)」が「利賀プロ（慶応大学牛

島ゼミ）（神奈川県）」と協働して、過疎地の南砺市利賀村において伝承芸

能の復活や特産物を使った商品開発、学生自作の演劇等を通して、利賀村の

魅力を発信し、地域活性化を目指す。 

 

 



③ 県民協働活躍事業（５件） 

  事業者 事 業 内 容 

１ 
一般社団法人 

fork toyama 

「一般社団法人 fork toyama （舟橋村）」が「F35（射水市）」と協働し

て、生産者や食品会社らとともに子どもたちが富山の恵みや食文化の価値を

再発見してもらうためのイベントを実施し、県民一人ひとりが富山の魅力を

発信したくなるように啓発する。また、県外からの出店および来客を誘致

し、富山の魅力に触れていただくことで、県内外の人的交流、さらなる発信

を促す。 

 

２ 
滑川ライフ 

セービングクラブ 

「滑川ライフセービングクラブ(滑川市)」が「富山県トライアスロン協会

(富山市)」と協働して、ウオーターセーフティ講習会を実施し、予期しない

事故が起きた時に自分の身を守るための知識と技術の習得を目指すことで、

富山県民の水辺の安全や防災の意識向上につなげる。また、トライアスロン

関係者との関わりを拡大し、県内のスポーツに関連する方に水辺の安全につ

いて普及を目指す。 

 

 

 

３ 
NGOダイバーシティ 

とやま 

「NGOダイバーシティとやま(射水市)」が「富山県自閉症協会(富山市)」と

協働して、避難所において配慮の必要なマイノリティの人たちが過ごしやす

い運営を考える。今年度はさらに医療的ケア児とその家族を対象に災害対応

ワークショップも開催し、昨年度からの一連のセミナーを通してみえてきた

ものをまとめた災害時対応ハンドブックを作り、有事にも人権に配慮したウ

ェルビーイングな富山を目指す。 

 

４ 
特定非営利活動法人 

健康麻将越中ひばり会 

「特定非営利活動法人健康麻将越中ひばり会 （射水市）」が「千成商店街

振興組合（射水市）」と協働して、高齢者とワカモノが交流する交流イベン

トを実施し、老若男女が集う場所となるためのきっかけを創出する。また、

学生も交えて、これからの商店街のあり方を探究するプロジェクトを設立

し、幅広い世代が交流できる商店街を目指す。 

 

５ 

一般社団法人若者 

生きづらさ寄りそい 

ネットワーク協議会 

「富山県若者生きづらさ寄りそいネットワーク協議会(富山市)」が「子ども

市役所(富山市)」と協働して、若者の引きこもり相談窓口や居場所をまとめ

た WEB版マップをさらに改良し、居場所間や支援者間の連携および官民連携

が促進されることで、共生型社会の実現に寄与する。 
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